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東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

で
発
生
し
た
県
内
の
指
定
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
建
設
候
補
地
の
一

つ
に
、
本
町
の
田
代
岳
（
箕
ノ
輪

山
）
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
、

町
は
こ
れ
ま
で
、
環
境
省
が
選
定

す
る
際
に
使
用
し
た
詳
細
デ
ー
タ

の
提
示
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
環
境
省
か
ら
は
２
月

28
日
か
ら
４
月
18
日
ま
で
３
回
に

分
け
、
数
枚
の
図
面
の
提
示
が
あ

り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
地
す
べ

り
地
域
や
山
の
斜
度
な
ど
が
明
示

さ
れ
た
程
度
の
も
の
で
、
町
が
求

め
て
い
た
詳
細
デ
ー
タ
と
は
大
き

く
掛
け
離
れ
て
お
り
、
納
得
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
町
は
４
月
30
日
、
環

境
省
に
選
定
過
程
に
お
け
る
疑
問

を
具
体
的
に
示
し
た
質
問
書
を
送

付
し
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
一
部
要
約
）

■
候
補
地
抽
出
及
び
選
定
過
程
等

に
つ
い
て

●
観
光
に
及
ぼ
す
影
響
を
避
け
る

た
め
年
間
入
込
客
数
50
万
人
以

上
の
観
光
地
が
位
置
す
る
市
町

村
行
政
区
を
除
外
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。
本
町
の
や
く
ら
い
観

光
施
設
群
の
年
間
観
光
入
込
客

数
は
76
万
人
超
で
推
移
し
て
い

る
。
な
ぜ
、
や
く
ら
い
観
光
施

設
群
が
除
外
す
る
地
域
に
該
当

し
な
い
の
か
。

●
最
終
処
分
場
候
補
地
の
条
件
で

あ
る
「
な
だ
ら
か
な
地
形
（
平

均
傾
斜
が
15
％
以
下
）」
の
定
義

と
、
こ
の
こ
と
を
抽
出
条
件
と

し
た
理
由
。
ま
た
、
田
代
岳
候

補
地
（
７
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

内
は
、
平
坦
地
と
急
傾
斜
地
と

が
混
在
す
る
地
域
で
あ
る
が
、

平
均
傾
斜
の
計
算
方
法
は
。

●
田
代
岳
（
箕
ノ
輪
山
）
は
、
地

元
で
は
風
の
強
い
所
、
豪
雪
地

帯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
気
象
観
測
に
関
す
る
デ
ー

タ
の
提
示
と
、
気
象
デ
ー
タ
が

不
足
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
複
数

年
の
観
測
が
必
須
と
思
う
が
。

●
環
境
省
か
ら
提
示
の
あ
っ
た
地

す
べ
り
地
形
箇
所
を
見
て
も
、

田
代
岳
を
取
り
巻
く
一
帯
が
地

す
べ
り
地
帯
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
候
補
地
選
定
に

際
し
田
代
岳
と
近
接
す
る
地
す

べ
り
地
帯
と
の
相
関
関
係
が
な

い
と
判
断
し
た
根
拠
は
。

●
平
成
７
年
度
鳴
瀬
川
農
業
水
利

事
業
二
ツ
石
ダ
ム
原
石
山
等
環

境
影
響
調
査
業
務
報
告
書
に
よ

る
と
、
採
掘
終
了
後
に
は
、
崩

壊
・
崩
落
が
加
速
し
鳴
瀬
川
水

系
と
江
合
川
水
系
の
分
水
界
の

崩
壊
が
大
規
模
に
進
行
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。

環
境
省
で
は
、
こ
の
資
料
を
確

認
さ
れ
た
の
か
。

●
平
成
20
年
度
鳴
瀬
川
大
崎
農
業

水
利
事
業
、
二
ツ
石
及
び
岩
堂

沢
ダ
ム
環
境
影
響
調
査
業
務
報

告
書
に
よ
る
と
、
当
該
地
は
ク

マ
タ
カ
な
ど
絶
滅
危
惧
種
で
あ

る
猛
禽
類
の
繁
殖
地
で
あ
り
、

田
代
岳
も
原
石
採
取
後
、
徐
々

に
狩
場
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
田
代
岳
の
半
径
４
㌔

メ
ー
ト
ル
圏
内
に
は
、
ク
マ
タ

カ
の
ほ
か
、
オ
オ
タ
カ
、
サ
シ

バ
な
ど
の
繁
殖
も
確
認
さ
れ
て

い
る
。
自
然
環
境
の
保
全
・
整

備
、
野
生
動
植
物
の
保
存
等
が

環
境
省
の
大
き
な
役
割
と
な
っ

て
い
る
中
で
、
環
境
影
響
調
査

の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

●
田
代
岳
（
箕
ノ
輪
山
）
か
ら
１

㌔
メ
ー
ト
ル
圏
内
の
東
側
に
ウ

ト
ウ
沼
、
南
側
に
谷
地
平
沼
が

あ
る
。
ウ
ト
ウ
沼
に
は
国
際
自

然
保
護
連
合
に
よ
り
レ
ッ
ド
リ

ス
ト
の
軽
度
懸
念
の
指
定
を
受

け
て
い
る
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ

（
宮
城
県
で
は
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
に

指
定
）
と
い
う
日
本
で
最
小
の

ト
ン
ボ
が
生
息
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　

し
ろ
だ
け
　
　
　
み
　
の
　
わ

や
ま 　

東
京
電

で
発
生
し

の
最
終
処

つ
に
、
本

山
）
が
選

町
は
こ
れ

す
る
際
に

の
提
示
を

れ
に
対
し

28
日
か
ら

分
け
、
数

り
ま
し
た

り
地
域
や

さ
れ
た
程

め
て
い
た

　
　
　
　
　
　

や
ま
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が
確
認
さ
れ
て
い
る
（「
宮
城
教

育
大
学
環
境
教
育
研
究
紀
要
第

６
巻
」）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
谷

地
平
沼
に
お
け
る
生
息
調
査
も

必
須
と
思
わ
れ
る
が
、
環
境
省

で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

●
最
終
処
分
場
建
設
に
伴
い
、
起

こ
り
う
る
風
評
被
害
の
内
容
・

規
模
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　

ま
た
、
自
然
災
害
や
人
為
的

な
ミ
ス
な
ど
に
よ
る
事
故
が
発

生
し
た
場
合
の
対
策
（
冬
期
間

含
む
）
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

●
最
終
処
分
場
候
補
地
に
な
っ
た

３
カ
所
か
ら
、
必
ず
１
カ
所
を

選
定
す
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、

３
カ
所
と
も
不
適
地
と
す
る
こ

と
も
あ
り
得
る
の
か
。（
以
上
）

　
な
お
、
町
で
は
今
後
も
環
境
省

に
対
し
て
、
回
答
に
対
す
る
再
質

問
や
処
分
場
の
安
全
性
な
ど
に
関

す
る
質
問
書
を
送
付
す
る
予
定
で

す
。
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

随
時
、「
広
報
か
み
ま
ち
」
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
５
月
26
日（
月
）、
宮
城
県
庁
に

お
い
て
環
境
省
、
県
及
び
候
補
地

と
な
っ
た
栗
原
市
長
、
大
和
町
長
、

加
美
町
長
に
よ
る
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
会
議
は
、
県
の
仲
介
に
よ

り
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
環
境
省

か
ら
の
経
過
説
明
な
ど
や
意
見
交

換
の
場
と
す
る
内
容
で
、
候
補
地

へ
の
詳
細
調
査
立
ち
入
り
を
前
提

と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
田
代
岳
（
箕
ノ
輪
山
）
に
つ
い

て
、地
元
で
は「
山
が
動
い
て
い
る
」

と
昔
か
ら
言
わ
れ
て
お
り
、
事
実
、

田
代
岳
周
辺
の
、
特
に
東
側
に
地

す
べ
り
地
域
が
数
多
く
存
在
し
て

い
ま
す
。
現
地
の
雪
解
け
に
伴
い
、

町
独
自
に
よ
る
地
積
測
量
や
沢
沿

い
の
地
す
べ
り
、
斜
面
崩
落
状
況

な
ど
を
確
認
し
、
会
議
で
は
、
そ

の
時
に
撮
影
し
た
写
真
な
ど
を
用

い
な
が
ら
除
外
要
件
な
ど
候
補
地

選
定
の
手
順
や
事
前
調
査
の
進
め

方
な
ど
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を

指
摘
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
町
は
今
後
も
環
境
省
に
よ
る
詳

細
調
査
の
立
ち
入
り
を
拒
否
し
、

田
代
岳
国
有
林
は
地
す
べ
り
な
ど

の
自
然
災
害
の
起
こ
り
う
る
地
域

で
あ
る
た
め
、
最
終
処
分
場
候
補

地
に
は
不
適
地
で
あ
る
こ
と
を
実

証
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
最
終

処
分
場
建
設
の
候
補
地
白
紙
撤
回

に
向
け
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
３
月
21
日
、宮
崎
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
「
指
定
廃
棄
物
最
終

処
分
場
候
補
地
の
白
紙
撤
回
を
求

め
る
緊
急
住
民
集
会
」
で
、
各
団

体
長
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。（
要
約
）

三
浦
靜
也　

Ｊ
Ａ
加
美
よ
つ
ば
組

合
長

　

減
反
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
Ｊ
Ａ
解
体
論

に
指
定
廃
棄
物
問
題
と
、
Ｊ
Ａ
は

４
つ
の
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
１
月
20
日
の
候
補
地

発
表
後
に
加
美
米
を
取
引
し
て
い

る
７
社
中
５
社
か
ら
「
取
引
で
き

な
い
」
と
電
話
が
入
っ
た
。
最
近
、

放
射
能
の
風
評
被
害
も
落
ち
着
い

た
や
さ
き
で
あ
る
。「
食
と
緑
と
水

を
守
る
」
た
め
、
県
内
設
置
に
つ

い
て
反
対
運
動
を
強
め
て
い
く
。

府
田
政
之　

加
美
商
工
会
長

　

地
域
特
産
品
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
着
地
型
観
光
ツ
ア
ー

も
定
着
し
て
き
た
や
さ
き
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
隣
の
色
麻
町
、
大
崎

市
（
鳴
子
）
だ
け
で
な
く
、
最
上

町
（
赤
倉
）、
尾
花
沢
市
な
ど
山
形

県
の
各
自
治
体
に
も
協
力
し
て
も

ら
う
な
ど
反
対
運
動
を
広
げ
た
い
。

木
村
哲
夫　

加
美
町
子
ど
も
会
育

成
会
連
合
会
長

　

子
供
た
ち
の
た
め
、
私
た
ち
の

で
き
る
全
て
の
こ
と
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
子
供
た
ち
は
、
そ

の
姿
を
見
て
育
つ
。
一
度
、
こ
の

町
に
最
終
処
分
場
を
造
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、子
、孫
に
阻
止
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
語
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
。

　
平
成
26
年
４
月
30
日
ま
で
に
寄

せ
ら
れ
た
建
設
反
対
署
名
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

•
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建

設
に
断
固
反
対
す
る
会
（
構
成

団
体
46
団
体
）
１
万
６
千
348
名

•
指
定
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
断

固
反
対
す
る
町
民
の
会
（
区
長

会
）﹇
有
権
者
の
64
・
６
％
﹈

１
万
３
千
657
名

•
放
射
性
指
定
廃
棄
物
最
終
処
分

場
建
設
反
対
運
動
の
会
（
加
美

よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合
実
行
組

合
長
会
）　　
　

１
万
３
千
535
名

合
計　

４
万
３
千
540
名

※

こ
れ
ら
の
署
名
は
、
貴
重
な
ご

意
見
と
し
て
国
・
県
に
提
出
し
て

ま
い
り
ま
す
。
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